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元
旦
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震

は
、京
都
に
お
い
て
も
明
確
な
揺
れ（
震

度
二
か
ら
三
）
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の

後
の
発
表
で
、
能
登
地
方
で
16
時
06
分

Mj
５
・７
、
16
時
10
分
Mj
７
・
６
、
16
時

18
分
Mj
６
・
１
、
そ
し
て
Mj
４
前
後
の

規
模
の
地
震
が
元
旦
に
四
十
回
以
上
も

発
生
し
た
と
知
っ
た
（
Mj
は
従
来
の
気

象
庁
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）。

阪
神
淡
路
大
震
災
が
Mj
７
・
３
、
関

東
大
震
災
が
Mj
７
・
９
と
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
中
間
で
あ
る
。
そ
し
て
能
登
半
島

で
の
罹
災
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
、
輪

島
市
で
は
広
範
囲
の
火
災
も
発
生
し
た

の
だ
っ
た
。

石
川
県
で
は
か
つ
て
金
沢
に
前
田
家

が
入
っ
て
か
ら
、
工
芸
が
発
展
し
た
。

そ
の
漆
器
産
業
は
、
木
地
の
山
中
、

塗
り
の
輪
島
、
蒔
絵
の
金
沢
と
伝
統
的

に
称
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
単
な
る

分
業
で
は
な
く
、
特
徴
を
活
か
し
て
各

地
で
最
終
製
品
が
作
ら
れ
て
い
る
。
勿

論
、
茶
道
具
も
色
々
あ
る
。
今
回
の
地

震
で
は
、輪
島
の
被
害
が
著
し
か
っ
た
。

石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所

は
、
か
な
り
の
被
害
を
受
け
た
。
前
年

十
二
月
十
四
日
に
、
令
和
六
年
度
研
修

生
入
学
選
考
試
験
結
果
を
発
表
し
、
特

別
研
修
課
程
十
三
名
、
普
通
研
修
課
程

七
名
を
発
表
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

卒
業
年
度
の
研
修
生
十
七
人
に
つ
い

て
は
、
県
内
外
の
大
学
等
に
作
業
場
を

借
り
、
卒
業
作
品
を
制
作
す
る
が
、
他

は
当
面
休
講
と
な
っ
て
い
る
。
富
山
大

学
芸
術
文
化
学
部
（
高
岡
市
）
は
、
研

修
所
研
修
生
の
内
９
人
の
受
け
入
れ
を

決
め
た
。
金
沢
市
内
の
大
学
も
受
け
入

れ
る
予
定
で
あ
る
。

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
は
、
元

旦
か
ら
「
国
際
漆
展
・
石
川
二
〇
二

三
輪
島
展
（
後
期
）」
が
行
わ
れ
て
お
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令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
き
ま
し
て

�

矢 

野
　 

環

二
〇
二
四
年
元
旦
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
「
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
」
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
、
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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り
、
展
覧
会
入
館
時
間
内
に
地
震
と

な
っ
た
。
ま
だ
公
式
の
罹
災
状
況
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
地
震

の
後
に
美
術
館
か
ら
退
避
さ
れ
た
館
員

の
方
の
報
告
で
は
、
建
物
に
深
刻
な
被

害
は
な
く
、
入
り
口
の
外
部
に
亀
裂
が

生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
際

instagram

に
そ
の
様
子
が
up
さ
れ
て

い
る
。

https://w
w

w
.instagram

.com
/

w
ajim

a_m
useum

_of_urushi_art/

ま
た
石
川
県
は
、
茶
道
具
の
み
な
ら

ず
香
道
具
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
参
加
さ
れ
た
。
例
え
ば
、次
の
通
り
。

︱
宇
和
島
伊
達
家
伝
来
品
・
十
種
香
箱

復
元
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
展
︱

『
工
藝
の
再
結
晶
︱
江
戸
期
工
人
の
軌

跡
を
辿
っ
た
香
道
具
復
元
制
作
』

（
伊
勢
半
本
店 

紅
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

２
０
１
１
．10
．１
〜
10
．30
）。

協
力
：
公
益
財
団
法
人
宇
和
島
伊
達
文

化
保
存
会
・
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
・

石
川
県
を
主
と
す
る
工
芸
家
諸
氏
・
香

老
舗 

松
栄
堂
。
後
援
：
石
川
県
。

https://w
w

w
.isehanhonten.co.jp/

cat-blog/blog_exhibition/
20110920blog/

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
平
成
十
九

年
能
登
半
島
地
震
（
三
月
二
十
五
日
九

時
四
十
一
分
）
で
罹
災
し
た
輪
島
市
在

住
の
方
々
も
多
く
参
加
さ
れ
た
。
全
体

の
手
法
確
認
・
再
現
は
、
石
川
県
の
漆

工
・
金
工
・
陶
磁
・
彩
絵
等
の
工
藝

家
諸
氏
の
担
当
に
よ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
報
告
展
観
覧
料
は
、
二
〇
一
一
年
三

月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

（
Mj
８
・
４
、

Mw
９
・
０
）
へ
の
文
化
財

修
復
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
以
前
美
術
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
確
認
で
き
な
い
。

宇
和
島
伊
達
家
は
、
伊
達
政
宗
の
長

男
秀
宗
に
よ
る
分
家
で
あ
る
。
本
家
で

は
天
明
四
年
に
元
木
が
燃
え
た
名
香

「
柴
舟
」
の
、
か
つ
て
分
与
し
た
貴
重

な
一
片
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
家
伊
達

家
の
香
木
類
の
確
か
な
一
部
と
さ
れ
る

の
は
、
婚
姻
解
消
後
に
池
田
家
に
残
さ

れ
た
も
の
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

ま
た
、大
倉
集
古
館
所
蔵
四
季
棚（
志

野
上
棚
）
の
復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
輪

島
の
職
人
の
方
々
に
よ
っ
て
採
寸
か
ら

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
島
根
の
大
谷
香

代
子
氏
が
東
京
の
香
雅
堂
に
依
頼
さ
れ

た
個
人
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

日
本
列
島
は
様
々
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
な
が
ら
も
、
復
興
し
て
き
た
。
二
月

十
四
日
十
五
時
二
十
九
分
に
は
、
京
都

府
南
部
震
源
の
震
度
四
の
地
震
が
あ

り
、
同
日
に
能
登
地
方
で
は
Mj
３
～
５

程
度
の
地
震
が
七
回
あ
っ
た
。

能
登
半
島
、
ま
た
石
川
県
に
お
け
る

様
々
な
技
法
の
継
承
と
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

華
道
・
茶
道
行
動
者
推
移

こ
の
機
会
に
、
以
前
提
示
し
た
グ
ラ

フ
の
追
補
を
示
し
て
お
き
た
い
。
総
務

省
の
行
動
者
調
査
の
二
〇
二
一
年
分
が

公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
含
め
て
、

華
道
・
茶
道
の
二
十
五
年
間
の
推
移（
二

十
年
間
は
男
女
別
も
）
を
再
確
認
し
た

い
（
図
１
）。
そ
れ
と
と
も
に
、
書
道
や

邦
舞
を
含
め
た
状
況
も
見
る
（
図
２
）。

華
道
・
茶
道
行
動
者
の
推
移
を
見
れ

ば
、
こ
の
二
十
年
間
に
ほ
ぼ
１
／
３
に

な
っ
た
と
確
認
さ
れ
る
。
元
よ
り
こ
こ

の
数
値
は
調
査
に
基
づ
く
実
数
か
ら
全

人
口
へ
の
推
定
を
か
け
て
い
る
の
で
、

当
然
誤
差
が
伴
う
。
あ
く
ま
で
も
、
延

滞
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
確
認
さ
れ
れ

ば
よ
い
が
、
そ
れ
で
も
グ
ラ
フ
だ
け
で

な
く
、
数
値
を
良
く
見
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
女
性
（
ｆ
）
に
比
べ
て
男
性

（
ｍ
）
の
割
合
は
華
道
に
お
い
て
特
に

少
な
い
。
と
は
い
え
、
文
化
庁
に
よ
る

香
道
の
調
査
に
お
い
て
は
（
※
）、様
々

な
設
問
に
応
答
戴
い
た
の
は
、
二
万
人

の
内
三
百
九
十
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
図
１
の
数
値
表
示
で
い
え
ば
19
・
５

に
相
当
し
、
二
〇
一
一
年
の
特
に
少
な

い
華
道
男
性
54
の
半
分
に
も
な
ら
ず
、

１
／
３
強
で
あ
る
。

ま
た
、
邦
楽
舞
踊
（
演
奏
で
は
な
く

踊
り
）
と
書
道
を
含
め
て
見
れ
ば
、
図
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２
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二

件
の
二
〇
一
一
年
の
デ
ー
タ
が
明
確
で

な
い
の
で
、
一
九
九
六
と
二
〇
〇
六
か

ら
の
平
均
値
と
し
た
。
邦
楽
舞
踊
は
茶

道
と
よ
く
似
て
い
る
が
二
十
年
間
で
ほ

ぼ
半
分
と
な
っ
た
。
書
道
は
学
校
で
の

教
授
も
あ
る
た
め
か
、
０
・
６
倍
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
華
道
・
茶
道
で

の
１
／
３
と
い
っ
た
劇
的
な
変
動
で
は

な
い
。

茶
の
湯
に
お
い
て
も
、
愛
好
者
と
研

究
者
の
両
方
が
増
加
す
る
よ
う
に
様
々

な
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。
二
〇
二
六
年
度
の
総
務
省
統

計
局
調
査
が
ど
う
な
る
か
を
考
え
つ

つ
。

（
※
）
茶
道
・
華
道
や
香
道
・
煎
茶
道

等
に
つ
い
て
の
、
文
化
庁
生
活
文
化
調

査
研
究
報
告
書
は
左
記
に
あ
る
。香
道
・

煎
茶
道
等
の
最
終
報
告
書
は
、
四
月
迄

に
公
表
さ
れ
る
。

https://w
w

w
.bunka.go.jp/tokei_

hakusho_shuppan/tokeichosa/
seikatsubunka_chosa/index.htm

l

例
　
会

東
京
例
会

（
令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
）

「「
古
伊
賀
―
破
格
の
や
き
も

の
―
」
展
に
つ
い
て
」

菅
沢
そ
わ
か

伊
賀
焼
は
伊
賀
国
（
現
在
の
三
重
県

伊
賀
市
一
帯
）
で
焼
か
れ
た
や
き
も
の

で
あ
る
。
特
に
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
か
け
て
焼
造
し
た
花
生
や
水

指
な
ど
の
茶
陶
は
、
釉
薬
を
掛
け
ず
に

焼
き
上
げ
る
焼
締
陶
器
を
主
体
と
し
、

「
古
伊
賀
」
の
呼
称
で
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
成
形
後
に
大

胆
な
歪
み
や
鋭
い
箆
削
り
な
ど
を
加
え

図１　華道・茶道 男女別行動者数推移
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た
個
性
豊
か
な
造
形
と
、
焼
成
時
の
窯

中
で
偶
然
に
生
み
出
さ
れ
た
景
色
に
あ

る
。本

発
表
は
五
島
美
術
館
で
開
催
し
た

「
古
伊
賀
―
破
格
の
や
き
も
の
―
」
展

の
紹
介
を
主
眼
と
し
、
あ
わ
せ
て
古
伊

賀
に
関
す
る
用
語
の
整
理
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
伊
賀
焼
に
焦
点
を
当
て
た

展
覧
会
は
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
ず
、
平

成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
三
重
県
立
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
古
伊
賀
と
桃
山

の
陶
芸
」
展
以
来
、
本
展
が
約
三
十
年

ぶ
り
の
展
示
と
な
っ
た
。
発
掘
調
査

や
茶
会
記
な
ど
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま

え
、
伊
賀
焼
の
再
検
討
を
試
み
た
。

古
伊
賀
の
年
代
は
天
正
年
間
（
一
五

七
三
～
九
二
）
か
ら
寛
永
年
間
（
一
六

二
四
～
四
四
）
頃
と
説
明
さ
れ
る
。
茶

会
記
に
お
け
る
伊
賀
焼
の
初
出
は
『
天

王
寺
屋
会
記
』
の
宗
及
自
会
記
で
あ

り
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
十
月
二

十
七
日
の
会
に
「
伊
賀
壺
」
が
登
場
す

る
が
、
花
生
や
水
指
な
ど
の
器
種
は
登

場
せ
ず
、
天
正
年
間
の
様
相
は
不
詳
で

あ
る
。

ま
た
、
三
か
所
の
窯
跡
の
う
ち
、
上

野
城
内
は
窯
体
が
未
発
見
で
あ
る
が
、

加
藤
唐
九
郎
に
よ
る
出
土
遺
物
の
実
見

で
は
窯
の
存
在
を
想
定
す
る
。
し
か

し
、
出
土
場
所
が
天
守
付
近
で
あ
る
こ

と
や
、
窯
の
存
在
を
示
す
窯
壁
な
ど
の

出
土
品
が
散
逸
し
確
認
で
き
な
い
点
な

ど
か
ら
、
窯
跡
で
は
な
い
可
能
性
が
高

い
と
指
摘
し
た
。

「
真
精
院
（
千
猶
鹿
）
に
み
る
茶

の
湯
と
和
歌
」

石
塚
修

今
回
の
発
表
は
、
茶
の
湯
者
に
お
け

る
文
学
の
受
容
の
一
例
を
、
裏
千
家
十

二
代
夫
人
千
猶
鹿
（
子
）
の
和
歌
と
の

関
わ
り
を
と
り
あ
げ
て
し
め
し
た
も
の

で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
こ
で
共
有
す
べ
き
基
礎
知

識
は
、
現
代
の
わ
が
国
で
は
「
文
学
」

と
い
う
と
も
っ
ぱ
ら
「
散
文
」、
と
く

に
「
小
説
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
傾
向
が

強
い
け
れ
ど
も
、
古
典
に
お
い
て
は
、

『
古
今
和
歌
集
』
以
来
、
詩
歌
、
こ
と

に
和
歌
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
重
要

視
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
茶
の
湯
者
に
お
い
て
も
和
歌

の
知
識
は
当
然
の
基
礎
的
教
養
と
さ

れ
、
茶
器
の
銘
な
ど
も
和
歌
に
由
来
す

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
近
代

に
お
け
る
、
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
鑑

賞
者
と
創
作
者
を
分
離
し
て
考
え
る

「
芸
術
」観
と
は
異
な
り
、わ
が
国
で
は
、

創
作
者
と
享
受
者
の
相
互
の
立
場
に
な

れ
る
か
ど
う
か
が
、
い
わ
ゆ
る
芸
術
の

基
本
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
し
て
お
き

た
い
。

さ
ら
に
和
歌
と
近
代
短
歌
の
違
い
に

つ
い
て
も
、
例
歌
を
挙
げ
て
、
近
代
短

歌
と
和
歌
の
用
語
の
あ
り
方
が
決
定
的

な
違
い
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
。
正

岡
子
規
に
よ
る
短
歌
革
新
運
動
の
一
方

で
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
） 

高

崎
正
風
所
長
と
し
て
宮
内
省
に
御
歌
所

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
明
治
期
に
は
旧
派
と
さ
れ
る
和

歌
の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
茶
道
裏
千
家

今
日
庵
十
一
代
玄
々
斎
の
息
女
で
、
十

二
代
又
玅
斎
夫
人
と
な
り
、
十
三
代
圓

能
斎
の
母
と
な
っ
た
千
猶
鹿
（
子
）・

真
精
院
（
嘉
永
三
年
〈
一
八
五
〇
〉
～

大
正
五
年〈
一
九
一
六
〉）を
と
り
あ
げ
、

近
代
の
茶
の
湯
者
と
和
歌
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
そ
の
和
歌
の
師
で
あ
る
神
谷

保
朗
（
一
八
七
三
～
一
九
五
二
）
の
結

社
「
露
の
舎
」
と
の
関
連
と
、
大
正
六

年
八
月
、
真
精
院
一
周
忌
に
『
今
日
庵

月
報
』
百
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
さ
め

て
の
聲
』
に
所
収
さ
れ
た
和
歌
を
紹
介

し
つ
つ
解
説
し
た
。

東
海
例
会

（
令
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）

「
信
楽
焼
と
は
―
茶
の
湯
道
具
を

中
心
に
―
」

大
槻
倫
子

本
発
表
は
、
信
楽
焼
と
は
ど
の
よ
う

な
や
き
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

の
が
目
的
と
し
た
。
日
本
六
古
窯
の
一

つ
と
し
て
知
ら
れ
る
信
楽
焼
は
、
滋
賀

県
甲
賀
市
信
楽
町
を
中
心
と
す
る
地
域

で
つ
く
ら
れ
て
い
る
陶
器
で
あ
る
。
常

滑
焼
の
技
術
を
導
入
し
て
、
十
三
世
紀

中
頃
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
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の
琵
琶
湖
の
前
身
で
あ
る
古
代
湖
〈
古

琵
琶
湖
〉
由
来
の
花
崗
岩
質
由
来
の
土

壌
か
ら
採
れ
る
良
質
の
粘
土
を
使
い
、

無
釉
焼
締
の
壺
・
甕
・
鉢
な
ど
の
生
活

器
を
焼
い
た
。
十
五
世
紀
後
半
に
は
、

奈
良
、
堺
を
中
心
と
す
る
侘
び
数
奇
の

流
行
を
背
景
に
、
備
前
焼
と
共
に
最
も

早
く
茶
の
湯
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ

た
和
物
陶
器
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
信
楽
の
茶
道
具
生
産
量
は

多
く
は
な
く
、
水
指
、
花
入
を
中
心
に

日
常
器
生
産
の
傍
ら
で
お
こ
な
わ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
に
は
施
釉

陶
器
を
焼
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

ま
で
連
綿
と
焼
き
継
が
れ
て
い
る
。

発
表
で
は
信
楽
焼
の
長
い
歴
史
の
中

か
ら
６
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
（
①
十
三
世
紀

～
十
五
世
紀
の
中
世
陶
器
、
②
十
五
世

紀
末
の
茶
道
具
焼
成
、
③
十
七
世
紀
初 

腰
白
茶
壺
の
焼
成
、
④
十
八
世
紀
中
頃 

施
釉
陶
器
へ
の
展
開
、
⑤
二
十
世
紀 

大
物
づ
く
り
の
産
地
、
⑥
二
十
世
紀 

後
半
作
家
た
ち
に
よ
る
焼
締
陶
器
へ
の

回
帰
）
に
注
目
し
た
う
え
で
、
十
五
世

紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
の
茶
会
記

等
の
記
録
、
伝
世
品
、
生
産
地
お
よ
び

消
費
地
の
出
土
資
料
か
ら
信
楽
焼
の
茶

道
具
に
注
目
し
、
代
表
的
な
信
楽
焼
茶

道
具「
鬼
桶
水
指
」「
矢
筈
口
水
指
」「
筒

花
入
」「
蹲
花
入
」
の
様
相
に
つ
い
て

述
べ
た
。

近
畿
例
会

（
令
和
五
年
十
一
月
四
日
）

「
藤
田
家
と
山
本
竹
雲
」

村
田
隆
志

山
本
竹
雲
（
一
八
二
〇
～
八
八
）
は

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し

た
文
人
で
あ
る
。
篆
刻
か
ら
入
っ
て
、

南
画
を
能
く
し
、
詩
に
も
書
に
も
優
れ

た
、
詩
書
画
印
の
四
絶
の
存
在
と
し
て

知
ら
れ
た
彼
は
、
煎
茶
道
具
の
鑑
識
に

も
長
じ
た
。
過
眼
し
た
多
く
の
名
品
に

篆
意
を
取
り
込
ん
だ
独
特
の
書
風
に

よ
る
箱
書
を
加
え
て
お
り
、「
竹
雲
箱
」

は
現
在
に
至
っ
て
も
珍
重
さ
れ
て
い

る
。
福
井
の
文
房
流
の
よ
う
に
、
竹
雲

の
滞
在
と
教
導
が
後
に
創
流
の
契
機
と

な
っ
た
事
例
も
あ
り
、
煎
茶
文
化
史
に

と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
存
在
と
言
え

る
。「

風
流
界
の
覇
王
」（『
近
世
雅
人
伝
』）

と
す
ら
称
さ
れ
た
竹
雲
は
、
現
代
の
煎

茶
の
美
意
識
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
事
跡
や
芸
術
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
蓄
積
が
な
く
、
竹

雲
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
り
、
ど
の

よ
う
な
作
品
を
制
作
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
断
片
的
に
し
か
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

発
表
者
は
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
べ

く
、
竹
雲
の
人
生
に
つ
い
て
、
年
譜
の

作
成
に
基
づ
く
考
証
を
基
盤
と
し
た
伝

記
的
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
本
発
表
に

お
い
て
は
、
倉
敷
・
味
野
で
の
幼
少
年

期
、高
松
や
大
坂
で
の
修
学
の
青
年
期
、

遊
歴
の
中
で
濃
厚
な
煎
茶
趣
味
を
身
に

着
け
た
壮
年
期
、
作
品
と
見
識
が
愛
さ

れ
て
、
藤
田
傳
三
郎
を
は
じ
め
と
す
る

愛
好
家
と
の
関
係
も
深
ま
っ
て
い
た
晩

年
期
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
じ
、
特

に
藤
田
家
と
の
関
係
を
含
め
て
考
察
し

た
。

「
藤
田
家
と
茶
」

國
井
星
太

藤
田
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
実

業
家
藤
田
傳
三
郎
と
長
男
・
平
太
郎
、

次
男
徳
次
郎
の
二
代
三
人
に
よ
る
収
集

品
か
ら
成
る
。
特
に
茶
の
湯
に
か
ん
す

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
一
方
で
傳
三
郎
は
煎
茶
道
具
の
収
集

に
も
励
ん
だ
。
本
稿
で
は
傳
三
郎
の
煎

抹
両
方
へ
の
興
味
と
収
集
が
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
っ
た
の
か
を
考
え
た
い
。

傳
三
郎
は
明
治
十
四
年
に
は
亭
主
と

し
て
茶
会
を
開
い
て
い
て
お
り
（『
八

百
善
茶
会
記
』）、
こ
の
茶
会
で
は
待
合

を
煎
茶
席
風
に
飾
り
付
け
て
い
た
。
こ

の
時
点
で
既
に
煎
抹
両
方
へ
の
興
味
を

示
し
、
道
具
の
収
集
を
始
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
明
治
三
十
五
年
に
は
傳

三
郎
は
十
八
会
の
当
番
と
な
っ
た
。
十

八
会
は
京
阪
神
の
数
寄
者
た
ち
に
よ
る

茶
会
で
、
煎
抹
両
方
の
席
を
設
け
る
こ

と
が
規
定
に
あ
り
、
傳
三
郎
は
他
を
圧

倒
す
る
量
の
道
具
を
披
露
し
て
い
る
。

ま
た
傳
三
郎
の
道
具
収
集
の
記
録
で
あ

る
『
香
雪
斎
蔵
品
目
録
』
に
は
煎
茶
器
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具
編
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

傳
三
郎
は
官
休
庵
の
磯
矢
宋
庸
に
茶

を
習
い
、
明
治
十
八
年
な
い
し
は
二
十

四
年
に
武
者
小
路
千
家
第
十
一
代
一
指

斎
よ
り
皆
伝
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
傳
三
郎
が
生
ま
れ
育
っ
た
萩
は
木

戸
孝
允
を
は
じ
め
、
煎
茶
に
傾
倒
し
た

志
士
が
多
く
お
り
、
傳
三
郎
は
彼
ら
と

深
く
交
流
が
あ
っ
た
。
既
に
萩
在
住
の

こ
ろ
か
ら
煎
茶
へ
の
興
味
を
深
め
て
い

た
こ
と
は
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

長
男
・
平
太
郎
は
表
千
家
第
十
二
代

惺
斎
か
ら
指
導
を
受
け
、
茶
の
湯
の
道

具
収
集
に
励
ん
だ
。
一
方
で
次
男
・
徳

次
郎
は
煎
茶
道
具
の
収
集
を
し
、
東
山

大
茶
会
で
席
を
持
つ
な
ど
、
煎
茶
会
を

催
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
傳
三

郎
は
煎
抹
両
方
へ
興
味
を
示
し
、
道
具

を
収
集
し
て
い
た
が
、平
太
郎
は
抹
茶
、

徳
次
郎
は
煎
茶
と
分
か
れ
て
い
た
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。

（
令
和
五
年
十
二
月
九
日
）

「「
キ
レ
・
切
・
名
物
裂
」に
つ
い
て
」

鈴
木
一
弘

『
松
屋
會
記
』『
古
今
名
物
類
聚
』『
銀

座
諸
道
具
落
札
』
の
三
冊
か
ら
「
名
物

裂
」
を
繙
い
て
い
き
ま
す
。『
松
屋
會

記
』
に
「
キ
レ
」
の
最
初
は
一
五
四
四

年
で
「
切
」
は
一
六
〇
八
年
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。「
裂
」
は
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
名
物
裂
の
多
く
は
中
国
の

裂
で
す
か
ら
中
国
を
視
野
に
入
れ
て
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
国
福
建

省
は
後
ろ
が
山
で
前
が
海
で
す
。
海
流

に
乗
る
と
船
は
長
崎
に
着
き
ま
す
。
長

崎
と
福
建
の
交
易
が
始
ま
っ
て
も
当
然

で
す
。
長
崎
の
方
に
聞
く
と
「
福
建
の

人
は
多
い
で
す
よ
」
と
の
こ
と
。
福
建

語
で
キ
レ
ー
を
漢
字
で
書
く
と「
綺
麗
」

と
な
り
ま
す
。
大
漢
和
辞
典
で「
綺
麗
」

を
調
べ
る
と
「
う
る
は
し
い
。
美
し
く

は
で
や
か
」
と
あ
り
。「
綺
」
は
「
あ

や
ぎ
ぬ
。
綸
子
」
と
あ
り
ま
す
。
中
国

人
が
染
織
品
を
キ
レ
ー
と
発
音
し
た
こ

と
で
日
本
人
が
「
キ
レ
・
切
」
と
書
い

た
の
は
中
国
語
の
発
音
に
よ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。『
古
今
名
物
類
聚
』
一
七

八
七
年
の
十
七
・
十
八
巻
の
表
紙
に「
名

物
切
之
部
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は

「
名
物
裂
」
で
す
が
大
漢
和
辞
典
で
は

「
裂
」
の
意
味
は
「
き
れ
。
き
ぬ
ぢ
の

た
ち
あ
ま
り
。」
と
あ
り
ま
す
。
誰
が

「
裂
」
を
「
き
れ
」
と
読
ま
せ
、「
名
物

裂
」
と
し
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
素
晴

ら
し
い
当
て
字
を
さ
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。『
銀
座
諸
道
具
落
札
』
一
七
一

四
年
に
沢
山
の
落
札
の
価
格
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
利
休
の
茶
杓
が
壹
貫
拾

貳
匁
、
長
次
郎
茶
碗
は
貳
貫
二
百
三
拾

匁
の
時
、
富
田
上
下
（
二
尺
一
寸
横
一

尺
四
寸
切
ニ
切
ニ
テ
）
は
廿
二
貫
七
百

九
拾
匁
九
分
と
い
か
に
名
物
裂
が
高
額

で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

「
茶
室
「
黄
梅
庵
」
と
松
永
耳
庵

の
茶
の
湯
」

木
村
栄
美

『
本
研
究
は
、
近
代
数
寄
者
の
一
人

で
〝
電
力
の
鬼
〟
と
称
さ
れ
た
実
業
家
・

松
永
安
左
エ
門
（
一
八
七
五
～
一
九
七

一
、号
・
耳
庵
、以
後
耳
庵
と
称
す
）
が
、

小
田
原
・
老
欅
荘
に
建
立
し
た
茶
室「
黄

梅
庵
」
で
開
い
た
茶
会
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

耳
庵
が
命
名
し
た
「
黄
梅
庵
」
は
奈

良
の
今
井
町
（
現
橿
原
市
）
に
あ
っ
た
、

今
井
宗
久
ゆ
か
り
の
茶
室
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か

で
は
な
い
。
た
だ
〝
宗
久
ゆ
か
り
の
茶

室
〟
と
い
つ
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
か

は
、
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。耳

庵
は
還
暦
か
ら
茶
を
嗜
む
と
同
時

に
、
喫
茶
文
化
研
究
に
も
熱
心
に
取
り

組
み
、
谷
川
徹
三
、
堀
口
捨
巳
、
芳
賀

幸
四
郎
等
の
研
究
者
や
、
日
本
画
家
・

前
田
青
邨
、
数
寄
屋
建
築
家
・
仰
木
魯

堂
の
末
弟
・
仰
木
政
斎
等
文
化
人
を
支

援
す
る
と
と
も
に
深
い
親
交
が
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

戦
後
も
耳
庵
の
茶
の
湯
へ
の
意
欲
は

衰
え
ず
、
中
で
も
「
黄
梅
庵
」
は
研
究

者
、文
化
人
、実
業
家
、政
治
家
等
様
々

な
人
々
を
招
い
て
茶
会
を
開
き
、
社
交

の
場
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
茶
会

に
お
け
る
茶
道
具
も
残
さ
れ
て
い
る
も
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の
が
多
く
、
設
え
と
併
せ
て
考
察
す
る

こ
と
は
、
耳
庵
の
戦
後
に
お
け
る
茶
の

湯
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。最

後
に
、
現
在
「
黄
梅
庵
」
と
共
に

堺
市
が
所
有
し
て
い
る
「
伸
庵
」
に
つ

い
て
触
れ
て
お
く
。「
伸
庵
」
は
仰
木

魯
堂
の
設
計
で
、
か
つ
て
は
東
都
道
具

商
・
川
部
商
会
の
川
部
太
郎
（
一
八
九

〇
～
一
九
三
七
、
号
・
緑
水
）
の
所
有

で
あ
っ
た
。
川
部
は
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
）
五
月
耳
庵
の
号
の
由
来
と
も

な
っ
た
「
耳
庵
」
の
茶
室
披
き
の
際
、

根
津
嘉
一
郎
（
号
・
青
山
、
一
八
六
〇

～
一
九
四
〇
）
に
同
行
し
て
い
る
。
近

代
数
寄
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
道
具
商

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に

も
論
考
さ
れ
て
い
る
が
、耳
庵
と
川
部
、

「
黄
梅
庵
」
と
「
伸
庵
」、
偶
然
と
は
い

え
、
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
よ
う
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
個
人
宛
に
メ
ー

ル
等
で
の
お
知
ら
せ
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

※�
日
程
等
未
定
は
、
次
号
の
会
報
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

東
京
例
会

令
和
六
年
五
月
二
十
五
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

吉
野
亜
湖

「
近
代
の
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
茶
道
」

岡
本
浩
一

「
茶
道
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
事
典
のM

aking

」

令
和
六
年
七
月
六
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

張
茹
涵

「
未
定
」

岡
宏
憲

「
岡
田
茂
吉
に
つ
い
て
（
仮
）」

令
和
六
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

岩
田
澄
子

「
光
悦
黒
楽
茶
碗
「
七
里
」
の
銘
に
つ

い
て
―
『
七
里
家
代
々
直
筆
』（
射
和

文
庫
蔵
）
を
端
緒
と
し
て
―
」

依
田　

徹

「
田
安
慶
頼
に
つ
い
て
―
玄
々
斎
と
井

伊
直
弼
と
の
関
係
か
ら
―
」

令
和
六
年
十
二
月
予
定

東
海
例
会

（
会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室
）

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

令
和
六
年
四
月
二
十
七
日
（
土
）　

田
中
恵
美

「
北
宋
文
化
の
背
景
」

令
和
六
年
六
月
一
日
（
土
）

内
田
昌
太
朗

「
瀬
戸
茶
入
に
見
る
唐
物
受
容
と
そ
の

認
識 

擂
座
に
着
目
し
て
」

令
和
六
年
九
月
二
十
八
日
(
土
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

茶
会

令
和
六
年
十
二
月
七
日
（
土
）

加
藤
祥
平

「
日
本
中
近
世
に
お
け
る
唐
絵
の
受
容
」

近
畿
例
会

令
和
六
年
四
月
二
十
七
日
（
土
）

午
後
二
時
～
四
時

（
会
場
：
同
志
社
大
学 

今
出
川
キ
ャ
ン
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パ
ス　

良
心
館
Ｒ
Ｙ
一
〇
五
）

櫻
井
信
也

「
茶
会
記
に
見
る
鮨
（
鮓
）」

矢
野
環　

 

「
石
州
、
綱
村
、
宗
雅
の
茶
会
記
―
客
、

香
、
茶
杓
―
」

令
和
六
年
（
未
定
）

午
後
二
時
～
四
時

（
会
場
：
同
志
社
大
学 

今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス　

教
室
未
定
）

廣
田
吉
崇

「
八
戸
藩
に
お
け
る
高
橋
道
竹
流
の
展

開
―
創
作
さ
れ
る
茶
の
湯
流
派
と
し

て
―
」

高
知
例
会

令
和
六
年
六
月
三
十
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

「
茶
の
湯
文
化
学
会
二
〇
二
四
年
度
大

会
の
研
究
発
表
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」

正
午
～
午
後
四
時

薄
茶
席　

席
主　

二
名

　
　
　
　

会
費　

五
百
円　

（
参
会
希
望
者
は
予
め
ご
連
絡
下
さ
い
）

令
和
六
年
九
月
十
五
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ
Ⅳ
」

令
和
六
年
十
二
月
八
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ
Ⅴ
」

正
午
～
午
後
四
時

軽
食
茶
事　

席
主　

三
名

　
　
　
　
　

会
費　

三
千
円　

（
参
会
希
望
者
は
予
め
ご
連
絡
下
さ
い
）

令
和
七
年
二
月
九
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ
Ⅵ
」　　

高
知
支
部
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画

お
知
ら
せ

令
和
六
年
度
総
会
・
大
会
の�

�

ご
案
内

　

令
和
六
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の

日
程
で
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
令
和
六

年
四
月
に
郵
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
六
月
八
日
（
土
）

見
学
会
：
大
徳
寺
芳
春
院

懇
親
会
：
東
華
菜
館　

本
店

令
和
六
年
六
月
九
日
（
日
）

総
会
･
大
会

同
志
社
大
学 

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
：

「
近
世
に
お
け
る
武
家
相
応
の
茶
の
成

立
と
展
開
」

新
刊
紹
介

『
茶
の
湯
の
不
思
議
な
〝
チ
カ
ラ
〟「
侘

数
寄
」
か
ら
「
わ
び
と
さ
び
」
へ
』

谷
晃
著　

淡
交
社

定
価
一
、
八
七
〇
円
（
税
込
）

※�

二
〇
二
四
年
度
年
会
費
を
払
込
み
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


